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神代之風

（１）

「安らぎと文化の香りがする山上の都」を標榜し発信する

Pr e c i o
u s

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
空
模
様
？
薄
い
雲
間
よ
り
軽
や
か
に
お
出
ま

し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

殿
下
の
周
り
は
時
間
の
流
れ
が
穏
や
か
で
息
を
す
る
の
も
憚
ら
れ
る

程
で
す
。

　

正
式
参
拝
の
後
、
襖
絵
ご
鑑
賞
。
最
奥
御
殿
の
間
に
飾
ら
れ
て
い
る

有
栖
川
宮
様
の
書
を
親
し
げ
に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
お
い
で
で
し
た
。

彬子女王殿下　御参拝

貴
さ

奇
跡

Mi r a c l
e

平
成
30
年
度  

山
上
の
音
楽
祭

神
楽
殿
特
設
舞
台

多
彩
に

華
や
か
に

誰
も
が

　

魂
奪
わ
れ…

神々の山に響く
　琵琶の音色
　　

玉
置
神
社
ににににににににに

夢夢
の
よ
う
な
時
が
流
れ
ま
し
た

（
平
成
29
年
度
）

関
川
鶴
祐
様

と

と

YUME

宮司私感（２面）   初午祭（２面）

16
万
人
突
破

参
拝
者

音楽祭参加の皆様　参拝者も加わって記念写真

参加事業

ミラクル
Mi r a c l e

人間国宝　大倉正之助様ご一行
大鼓ソロと神楽三番叟

彬
子
女
王
殿
下
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

寛
仁
親
王
殿
下
の
第
一
女
子
と
し
て
誕
生
。
学
習
院
大
学
を
卒
業
後
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
・
マ
ー
ト
ン
コ
レ
ッ
ジ
に
留
学
。
日
本
美
術
を
専
攻
し
、
海
外
に
流
出
し

た
日
本
美
術
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
い
、
２
０
１
０
年
に
博
士
号
を
取
得
さ
れ

た
。
女
性
皇
族
と
し
て
博
士
号
の
取
得
は
史
上
初
の
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に

日
本
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
、
ご
自
身
で
一
般
社
団
法
人
「
心
游
舎
」
を
創
設

し
、
総
裁
に
就
任
さ
れ
、
全
国
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
わ
れ
て
い
る
。
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お喜びの神々　晴れマークの贈り物

女性神職
　　

お見事、決めましたね―

ドラム５セット　大迫力の演奏　個性豊かな大人の調和

和太鼓＋Drum5＋青蓮コラボレーション

宮
司
の
「
ボ
レ
ロ
・
黒
田
節
」

　

彬
子
女
王
殿
下
御
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
夢
か
。
夢
な
ら
ば

永
遠
に
覚
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
時
よ
止
ま
れ
。
あ
な
た
の
歩
み
は

早
す
ぎ
ま
す
。

ならば

人生の短さを何としましょう

　

さ
て
見
た
い
。聴
き
た

い
。読
み
た
い
。宝
石
は
多

多
多
・
・
・
・
。

　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
ド
ン
の
ボ
レ

ロ
。ビ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
の
ダ

ン
ス
。マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
の

オ
ペ
ラ
。ア
マ
リ
ア
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
の
フ
ァ
ド
。映
画

「
過
去
を
持
つ
愛
情
」
で

歌
う
「
暗
い
艀
（
は
し

け
）」は
絶
品
！

　

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー

カ
ー
の
野
生
の
踊
り
。メ

リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
で
の

デ
ィ
ッ
ク
・ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ

ク
の
ダ
ン
ス
。葛
飾
北
斎
、

月
岡
芳
年
、
ホ
ッ
パ
ー
、

タ
ー
ナ
ー
、ク
リ
ム
ト
、モ

ジ
リ
ア
ニ
の
心
揺
さ
ぶ
る

絵
画
。

　

今
昔
物
語
に
登
場
す
る

盗
人
の
女
頭
目
は
ど
こ
へ

消
え
た
の
か
。

　
「
大
切
な
も
の
は
目
に

見
え
な
い
」
そ
う
で
す
ね
。

星
の
王
子
さ
ま
。わ
が
ま

ま
な
バ
ラ
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。

　

ゴ
ダ
ー
ル
監
督
の
名
作

「
勝
手
に
し
や
が
れ
」。そ

し
て
「
気
狂
い
ピ
エ
ロ
」。い

ず
れ
も
悲
し
い
結
末
。だ

が
、そ
れ
で〈
永
遠
〉が
見
つ

か
っ
た
み
た
い
。ロ
ー
マ
時
代

の
政
治
家
・
セ
ネ
カ
の
無

念
な
最
期―

。

　

・
・
・
人
生
の
短
さ
を

何
と
し
ま
し
ょ
う
。

夢夢
YUME

　

境
内
に
古
く
よ
り
、
地
主
神
と
し
て
鎮
座
し
て
お
り
ま
す
三

柱
神
社
で
、
初
午
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
初
午
の
日
は
３
月
３
日
。
上
巳
の
節
句
（
ひ
な
祭

り
）
で
も
あ
る
こ
の
日
は
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
当
日
は

お
よ
そ
１
３
０
０
人
の
参
拝
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
多
く
の
参
拝
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
神
賑
行
事
は
、

関
川
鶴
祐
さ
ん
の
薩
摩
琵
琶
や
、
大
林
幸
二
さ
ん
に
よ
る
演
歌

の
奉
納
。
幽
玄
な
琵
琶
の
音
色
に
の
せ
て
朗
々
と
響
く
語
り

と
、
力
強
く
響
く
演
歌
の
歌
声
が
境
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

そ
し
て
餅
ま
き
で
は
多
く
の
人
が
袋
を
広
げ
、
歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
ま
か
れ
る
お
餅
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。 

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
さ
ま
で
、
一
日
中
境
内
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。約1300人の参拝者

「ご神徳をお持ち帰りに
　なられましたか・・・」

上巳の節句（ひな祭り）
の３月３日

神
賑
行
事

関川鶴祐様の薩摩琵琶 大林幸二様の演歌

宮司挨拶

女王殿下と宮司

「いつも ありがとうござます」

初 

午 

祭

　

雨
の
ち
晴
れ
。龍
神
も
無
事
通
り
過
ぎ
、
本
殿
で
の
奉
告
祭
は
大
日
本
武

徳
会
公
認
、
至
誠
館
道
場
の
皆
様
に
よ
る
居
合
い
の
演
舞
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
楽
殿
で
は
こ
の
日
の
為
に
特
設
舞
台
を
設
置
。重
要
無
形
文
化
財
総

合
認
定
保
持
者
・
大
倉
正
之
助
様
一
行
に
よ
る
神
楽
三
番
叟
が
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
舞
わ
れ
、
急
遽
大
倉
様
の
大
鼓
の
ソ
ロ
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
よ
り
玉
置
の
山
々
は
騒
が
し
く
、
さ
す
が
の
迫
力

で
す
。

　

本
日
司
会
デ
ビ
ュ
ー
の
弓
場
麻
妃
さ
ん
の
誘
導
に
よ
り
集

合
写
真
も
ぱ
ち
り
。青
蓮
の
装
艶
で
は
能
面
を
つ
け
た
精
霊

が
ハ
ワ
イ
語
の
〝
ふ
る
さ
と
〞
に
乗
せ
て
癒
や
し
の
舞
。途

中
、
昨
年
よ
り
威
を
増
し
た
宮
司
に
よ
る
ボ
レ
ロ
・
黒
田
節

を
は
さ
み
、
関
川
先
生
の
雅
や
か
な
琵
琶
の
音
色
が
響
き
ま

し
た
。女
性
的
な
琵
琶
を
力
強
く
弾
か
れ
る
の
で
中
性
的
な

美
を
発
見
で
き
ま
す
。　

　

そ
し
て
、前
代
未
聞
、村
尾
浩
史
、鈴
木
泰
徳
、光
田
臣
、水

上
洋
、
高
阪
照
雄
様
た
ち
の
ド
ラ
ム
５
セ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
。

春
夏
秋
冬
＋
梅
雨
の
表
現
に
始
ま
り
、〝
千
と
千
尋
の
神
隠
し
〞

よ
り
〝
油
屋
〞
。ド
ラ
ム
が
５
つ
も
あ
る
の
に
不
思
議
と
調

和
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
大
切
に
す
る
大
人
だ
か

ら
。聞
い
て
い
る
方
も
楽
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
お
馴
染
み
大
林
幸
二
さ
ん
は
、
フ
ァ
ン
の
方
の
紅
白

の
衣
装
と
演
歌
で
賑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。舞
台
か
ら
少
し

離
れ
、
木
々
と
溶
け
込
む
よ
う
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
和
太
鼓

は
、
広
島
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
原
田
嘉
子
様
の
演

奏
。

　

青
蓮
の
舞
と
琵
琶
に
よ
る
和
の
コ
ラ
ボ
、
ま
た
、
和
太
鼓
＋

ド
ラ
ム
５
＋
青
蓮
舞
と
贅
沢
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や

か
に
終
演
し
ま
し
た
。

　

舞
台
脇
で
は
麻
問
屋
・
麻
光
さ
ん
の
ご
出
展
も
加
わ
り
、
神

社
と
し
て
も
意
義
深
い
厚
み
の
あ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
出
演
者
の
皆
様
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。終
日
の
晴
れ
マ
ー
ク
が
何
よ
り
、
神
々

も
お
喜
び
の
証
と
存
じ
ま
す
。

永遠に覚めないで

P
r
ecio

u
s

M i r a c l e 貴さ
奇
跡

精霊　玉置山に 舞  い降りる

伝
統
と
革
新
の
融
合

「
感
動
、感
動
の
一
日
で
し
た
」ー
と

約
１
２
０
０
人
の
参
拝
者

爽やかに司会デビュー

平成 30 年 5 月 19 日（土）
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ボ
レ
ロ
・
黒
田
節

を
は
さ
み
、
関
川
先
生
の
雅
や
か
な
琵
琶
の
音
色
が
響
き
ま

し
た
。女
性
的
な
琵
琶
を
力
強
く
弾
か
れ
る
の
で
中
性
的
な

美
を
発
見
で
き
ま
す
。　

　

そ
し
て
、前
代
未
聞
、村
尾
浩
史
、鈴
木
泰
徳
、光
田
臣
、水

上
洋
、
高
阪
照
雄
様
た
ち
の
ド
ラ
ム
５
セ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
。

春
夏
秋
冬
＋
梅
雨
の
表
現
に
始
ま
り
、〝
千
と
千
尋
の
神
隠
し
〞

よ
り
〝
油
屋
〞
。ド
ラ
ム
が
５
つ
も
あ
る
の
に
不
思
議
と
調

和
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
大
切
に
す
る
大
人
だ
か

ら
。聞
い
て
い
る
方
も
楽
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
お
馴
染
み
大
林
幸
二
さ
ん
は
、
フ
ァ
ン
の
方
の
紅
白

の
衣
装
と
演
歌
で
賑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。舞
台
か
ら
少
し

離
れ
、
木
々
と
溶
け
込
む
よ
う
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
和
太
鼓

は
、
広
島
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
原
田
嘉
子
様
の
演

奏
。

　

青
蓮
の
舞
と
琵
琶
に
よ
る
和
の
コ
ラ
ボ
、
ま
た
、
和
太
鼓
＋

ド
ラ
ム
５
＋
青
蓮
舞
と
贅
沢
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や

か
に
終
演
し
ま
し
た
。

　

舞
台
脇
で
は
麻
問
屋
・
麻
光
さ
ん
の
ご
出
展
も
加
わ
り
、
神

社
と
し
て
も
意
義
深
い
厚
み
の
あ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
出
演
者
の
皆
様
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。終
日
の
晴
れ
マ
ー
ク
が
何
よ
り
、
神
々

も
お
喜
び
の
証
と
存
じ
ま
す
。

永遠に覚めないで

P
r
ecio

u
s

M i r a c l e 貴さ
奇
跡

精霊　玉置山に 舞  い降りる

伝
統
と
革
新
の
融
合

「
感
動
、感
動
の
一
日
で
し
た
」ー
と

約
１
２
０
０
人
の
参
拝
者

爽やかに司会デビュー

平成 30 年 5 月 19 日（土）
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ミラクル
Mi r a c l e

麻問屋・麻光さん出展

大日本武徳会公認、至誠館道場の
皆様による居合いの演舞

ドラムリーダーの笑顔

力強く
　おんな太鼓

Drum5

神
も
人
も

●神楽三番叟　ソロ
　大倉正之助、加藤俊彦、加藤由美
●装艶・青蓮（時広真吾プロデュース）
●宮司舞
●祇園精舎～壇ノ浦・薩摩琵琶
　関川鶴祐
●Drum5
　鈴木泰徳、光田臣、村尾浩史、
　水上洋、高阪照雄
●演歌
　大林幸二
●和太鼓
　原田嘉子
●青蓮＋薩摩琵琶コラボ
●和太鼓＋Drum5＋青蓮コラボ

奉告祭

の

心
嬉
し
く

　
　
　

興
奮
に
満
ち

SSati
dsfiedし

く興

Sanjyo no Miyako

夢
か
現
か
・
・
・

文化の香りがする
　　　　　　山上の都

人間国宝、琵琶名人と宮司

奉
納
演
奏
奉
告
祭

当日のプログラム

ミラクル
Mi r a c l e

Manzoku

微笑ましく・・・

忘
れ
ら
れ
な
い
一
日

颯爽颯爽

（出演者＝いずれも敬称略）
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「
貴
さ
」と「
奇
跡
」と―
世
界
遺
産「
玉
置
神
社
」

の
今
に
、こ
れ
ほ
ど
似
合
う
言
葉
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

神
社
案
内
に
、
こ
ん
な
一
文
が
あ
る
。「
神
武

天
皇
・
景
行
天
皇
・
天
武
天
皇
・
清
和
天
皇
を
は

じ
め（
中
略
）参
拝
行
幸
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
」と
。

　

こ
の
た
び
、
彬
子
女
王
殿
下
が
玉
置
神
社
に
御

参
拝
さ
れ
た
。

　

宮
司
の
話
に
よ
る
と
、
殿
下
は
よ
く
お
笑
い
に

な
ら
れ
た
そ
う
だ
。
本
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
何

と
温
か
な
、
親
し
み
溢
れ
る
笑
顔
で
し
ょ
う
。
宮

司
が
私
感
で
書
い
た
「
夢
な
ら
ば
、
永
遠
に
覚
め

な
い
で
」
に
は
、
感
激
の
心
が
素
直
に
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　
「
山
上
の
音
楽
祭
」
の
成
功
は
奇
跡
と
言
っ
て

も
い
い
。出
演
者
の
顔
ぶ
れ
、天
候
・・・
。そ
し
て
、

年
間
参
拝
者
数
「
１
６
万
人
突
破
」。
年
度
別
の

表
を
見
て
、
そ
の
増
加
ぶ
り
に
、
唸
る
し
か
な
い
。

　

努
力
と
知
力
が
結
び
つ
く―

。

　

人
生
は
短
い
が
、『
美
し
い
も
の
』
を
創
り
、

残
す
こ
と
は
、
永
遠
と
通
ず
る
。
宮
司
は
、
そ
ん

な
詩
的
人
生
を
歩
も
う
と
日
々
苦
悶
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

野　

成　

之

独
り
言

　本年は早咲き。ゴールデンウィークに盛花となり、早々と散ってしまいました。
　玉置神社の石楠花に心ひかれ、撮影に来訪されたのは、全日本写真連盟なら女性支部所属、映像詩人会員
の南仁美さん。一番見ごろの石楠花の写真をご提供いただきました。
　高山植物であることから「高嶺の花」と称される石楠花。今年も神々の近くで咲いておりました。

詩的 人生 　

京
都
・
出
雲
大
神
宮
の
鎮
花
祭
に
お
招
き
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

別
名
「
は
な
し
ず
め
の
ま
つ
り
」
。
平
安
時
代
以

降
、
陰
暦
３
月
の
桜
の
花
の
散
る
頃
、
特
に
活
動
す

る
と
い
わ
れ
る
疫
病
神
を
祓
う
た
め
、
大
物
主
神
を

祀
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

神
官
の
冠
に
は
心
葉
が
あ
し
ら
わ
れ
、
お
茶
や
八

重
桜
、
巫
女
に
よ
る
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

祭
り
が
進
む
に
つ
れ
、
空

は
晴
れ
上
が
り
、
古
来
よ
り

続
く
自
然
の
移
ろ
い
の
中
、

散
り
ゆ
く
花
を
眺
め
な
が
ら

の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
（
江
戸
の
戯
画
）
↓
大
和
文
華
館
（
尾
形
光
琳

筆
「
中
村
内
蔵
助
像
」
と
人
物
表
現
の
魅
力
）
↓
奈
良
国
立
博
物
館

（
国
宝　

春
日
大
社
の
す
べ
て
）
↓
蜷
川
実
花
写
真
展
（U

T
A
G
E

　

京
都
花
街
の
夢
）
を
３
日
間
の
内
に
巡
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
年
余
り
の
長
き
平
和
を
享
受
し
た
江
戸
時
代
。
画
家
が
空

想
と
戯
れ
描
い
た
多
彩
な
金
魚
や
猫
の
描
写
。

　

春
の
陽
気
さ
な
が
ら
、
空
想
と
現
実
を
行
き

来
し
つ
つ
、
日
本
絵
画
の
人
物
表
現
の
豊
か
さ

に
興
じ
、
春
日
の
国
宝
を
眺
め
、
現
代
的
な
蜷

川
実
花
氏
の
写
真
展
ま
で
行
き
着
き
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
写
真
た
ち
に
目
を
覚
ま
さ
れ
、

空
想
の
旅
も
終
演
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
神

社
で
の
企
画
等
に
活
か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

玉置神社の石楠花

「高嶺の花」

（写真は南仁美さん提供）

鎮
花
祭

春の美術館巡り

蜷川実花写真展  UTAGE 「
は
な
し
ず
め
の
ま
つ
り
」

「エゴで動けば能力は枯れる」

「神に願っても恥ずかしくない

白鳥哲監督と宮司

「
自
己
再
発
見
の

　

機
会
を
頂
き
ま
し
た
」

ある は助けてくれ　 」ならば、
美
し
き
も
の  

を
求
め
て空

想
の
旅 

へ

京
都
・
出
雲
大
神
宮

0

（人数）
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160870
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180,000 参拝者数

年　　度

年度別参拝者数

年 度 宮　司 参拝者数

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

井上賢豊
井上賢豊

榊本雅一
榊本雅一

弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥

12,210 名
16,585 名
13,515 名
16,100 名
13,750 名
26,049 名
28,143 名
47,060 名
93,829 名
128,334 名
160,870 名

井上賢豊
平成21年４月20日より榊本雅一

榊本雅一
平成24年 11月20日より弓場季彥

　

「
眠
れ
る
予
言
者
」
と
も
「
奇
跡
の
人
」
と
も
呼
ば
れ
た
エ

ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
（1877

〜1945

：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
に

焦
点
を
当
て
た
映
画
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
〜
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ

シ
ー
が
遺
し
た
、人
類
の
道
筋
。〜
』。ケ
イ
シ
ー
は
全
く
無
学
で

あ
り
な
が
ら
、
催
眠
状
態
に
入
る
こ
と
で
普
遍
意
識
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
病
気
治
療
等
の
助
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

（T
el:03-3465-3285

）
に
は
ケ
イ
シ
ー
の
助
言
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

監
督
の
白
鳥
哲
さ
ん
は
、
様
々
な
価
値
観
が
混
在
す
る
現
代

に
お
い
て
、
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
な
く
、
新
し
い
光
の
未
来

像
へ
向
か
う
べ
く
、
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
映
画
を
多
数
制
作
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
内
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

『
エ
ゴ
で
動
け
ば
能
力
は
枯
れ
る
、
し
か
し
神
に
願
っ
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
願
望
で
あ
れ
ば
、
宇
宙
は
助
け
て
く
れ

る
。
エ
ゴ
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
宇
宙
の
な
さ
り
よ
う
を
「
称

え
る
」
こ
と
。
そ
し
て
、
大
い
な
る
導
き
の
内
に
自
己
を
放
棄

す
る
こ
と
』（
書
籍
「
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
の
超
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
」
よ
り
一
部
引
用
）。

　

こ
れ
ら
は
神
道
で
も
古
く
か
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
を
祝

詞
で
称
え
、
中
取
り
持
ち
と
し
て
神
に
仕
え
る
。

　

日
本
人
が
古
く
か
ら
持
っ
て
い
た
目
に
見
え
な
い
世
界
観

を
、
さ
ら
に
意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
光
の
未
来
像
へ
向
け
て

     

最
新
作
映
画『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
』

    

白
鳥
哲
監
督

鑑
賞

16万人突破！！
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は
、
永
遠
と
通
ず
る
。
宮
司
は
、
そ
ん

な
詩
的
人
生
を
歩
も
う
と
日
々
苦
悶
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

野　

成　

之

独
り
言

　本年は早咲き。ゴールデンウィークに盛花となり、早々と散ってしまいました。
　玉置神社の石楠花に心ひかれ、撮影に来訪されたのは、全日本写真連盟なら女性支部所属、映像詩人会員
の南仁美さん。一番見ごろの石楠花の写真をご提供いただきました。
　高山植物であることから「高嶺の花」と称される石楠花。今年も神々の近くで咲いておりました。

詩的 人生 　

京
都
・
出
雲
大
神
宮
の
鎮
花
祭
に
お
招
き
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

別
名
「
は
な
し
ず
め
の
ま
つ
り
」
。
平
安
時
代
以

降
、
陰
暦
３
月
の
桜
の
花
の
散
る
頃
、
特
に
活
動
す

る
と
い
わ
れ
る
疫
病
神
を
祓
う
た
め
、
大
物
主
神
を

祀
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

神
官
の
冠
に
は
心
葉
が
あ
し
ら
わ
れ
、
お
茶
や
八

重
桜
、
巫
女
に
よ
る
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

祭
り
が
進
む
に
つ
れ
、
空

は
晴
れ
上
が
り
、
古
来
よ
り

続
く
自
然
の
移
ろ
い
の
中
、

散
り
ゆ
く
花
を
眺
め
な
が
ら

の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
（
江
戸
の
戯
画
）
↓
大
和
文
華
館
（
尾
形
光
琳

筆
「
中
村
内
蔵
助
像
」
と
人
物
表
現
の
魅
力
）
↓
奈
良
国
立
博
物
館

（
国
宝　

春
日
大
社
の
す
べ
て
）
↓
蜷
川
実
花
写
真
展
（U

T
A
G
E

　

京
都
花
街
の
夢
）
を
３
日
間
の
内
に
巡
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
年
余
り
の
長
き
平
和
を
享
受
し
た
江
戸
時
代
。
画
家
が
空

想
と
戯
れ
描
い
た
多
彩
な
金
魚
や
猫
の
描
写
。

　

春
の
陽
気
さ
な
が
ら
、
空
想
と
現
実
を
行
き

来
し
つ
つ
、
日
本
絵
画
の
人
物
表
現
の
豊
か
さ

に
興
じ
、
春
日
の
国
宝
を
眺
め
、
現
代
的
な
蜷

川
実
花
氏
の
写
真
展
ま
で
行
き
着
き
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
写
真
た
ち
に
目
を
覚
ま
さ
れ
、

空
想
の
旅
も
終
演
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
神

社
で
の
企
画
等
に
活
か
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

玉置神社の石楠花

「高嶺の花」

（写真は南仁美さん提供）

鎮
花
祭

春の美術館巡り

蜷川実花写真展  UTAGE 「
は
な
し
ず
め
の
ま
つ
り
」

「エゴで動けば能力は枯れる」

「神に願っても恥ずかしくない

白鳥哲監督と宮司

「
自
己
再
発
見
の

　

機
会
を
頂
き
ま
し
た
」

ある は助けてくれ　 」ならば、
美
し
き
も
の  

を
求
め
て空

想
の
旅 

へ

京
都
・
出
雲
大
神
宮

0

（人数）
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160870
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180,000 参拝者数

年　　度

年度別参拝者数

年 度 宮　司 参拝者数

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

井上賢豊
井上賢豊

榊本雅一
榊本雅一

弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥
弓場季彥

12,210 名
16,585 名
13,515 名
16,100 名
13,750 名
26,049 名
28,143 名
47,060 名
93,829 名
128,334 名
160,870 名

井上賢豊
平成21年４月20日より榊本雅一

榊本雅一
平成24年 11月20日より弓場季彥

　

「
眠
れ
る
予
言
者
」
と
も
「
奇
跡
の
人
」
と
も
呼
ば
れ
た
エ

ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
（1877

〜1945

：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
に

焦
点
を
当
て
た
映
画
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
〜
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ

シ
ー
が
遺
し
た
、人
類
の
道
筋
。〜
』。ケ
イ
シ
ー
は
全
く
無
学
で

あ
り
な
が
ら
、
催
眠
状
態
に
入
る
こ
と
で
普
遍
意
識
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
病
気
治
療
等
の
助
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

（T
el:03-3465-3285

）
に
は
ケ
イ
シ
ー
の
助
言
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

監
督
の
白
鳥
哲
さ
ん
は
、
様
々
な
価
値
観
が
混
在
す
る
現
代

に
お
い
て
、
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
な
く
、
新
し
い
光
の
未
来

像
へ
向
か
う
べ
く
、
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
映
画
を
多
数
制
作
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
内
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

『
エ
ゴ
で
動
け
ば
能
力
は
枯
れ
る
、
し
か
し
神
に
願
っ
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
願
望
で
あ
れ
ば
、
宇
宙
は
助
け
て
く
れ

る
。
エ
ゴ
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
宇
宙
の
な
さ
り
よ
う
を
「
称

え
る
」
こ
と
。
そ
し
て
、
大
い
な
る
導
き
の
内
に
自
己
を
放
棄

す
る
こ
と
』（
書
籍
「
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
の
超
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
」
よ
り
一
部
引
用
）。

　

こ
れ
ら
は
神
道
で
も
古
く
か
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
を
祝

詞
で
称
え
、
中
取
り
持
ち
と
し
て
神
に
仕
え
る
。

　

日
本
人
が
古
く
か
ら
持
っ
て
い
た
目
に
見
え
な
い
世
界
観

を
、
さ
ら
に
意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
光
の
未
来
像
へ
向
け
て

     

最
新
作
映
画『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
』

    

白
鳥
哲
監
督

鑑
賞

16万人突破！！
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６
月
30
日
㈯　

夏
越
の
大
祓　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
８
日
㈬　

大
日
堂
大
祭

９
月
23
日
㈰　

出
雲
大
社
玉
置
教
会
祖
霊
祭　
　

10
月
24
日
㈬　

玉
置
神
社
例
祭

　

前
夜
か
ら
降
る
大
雨
に
心
配
し
な
が
ら
も
、
奇
跡
を
呼
ぶ
玉
置
山
は
当
日
好
天
を
迎
え
、
無
事
事
故

も
な
く
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
ま
ず
は
す
べ
て
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

一
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ―

で
あ
る
私
は
、
足
元
に
も
及
ば
な
い
人
間
国
宝
、
有
名
一
流
表
現
者
が
７
割

を
越
え
る
緊
張
と
使
命
感
の
中
、
任
務
を
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
の
不
思
議
さ
を
心
か
ら
噛
み
締

め
る
、
後
日
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
の
30
分
間
の
祭
祀
式
で
、
福
島
県
南
相

馬
市
か
ら
お
越
し
の
葉
山
國
造
神
社
権
宮
司
・
渡
邉
祥
生
様
率
い
る
少
年
少
女
を
含
む
10
名
の
武
道
演

舞
（
刀
剣
術
）
が
凛
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
心
を
大
切
に
す
る
こ
の
歴
史
あ
る
玉
置
神
社
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大
和
魂
を
内
に
秘
め
た
剣
で

も
っ
て
御
祓
ぐ
純
粋
な
姿
に
、
涙
が
溢
れ
出
て
参
り
ま
し
た―

。

　

玉
石
社
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
、
祈
祷
所
で
の

斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
年
目
と
な
る
玉
石
社
の
例
祭
。

　

昨
秋
、
瑞
垣
を
建
て
替
え
、
装
い
も
新
た
に

な
っ
た
玉
石
社
で
の
御
奉
仕
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
来
年
へ
と
持
ち
越
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

標
高
一
，
〇
〇
〇
㍍
の
玉
置
神
社
。
御
神
威
溢
れ
る
雰
囲
気
の
中
、
御

本
殿
で
、
朝
拝
行
事
・
大
祓
詞
の
奏
上
体
験
。
正
式
な
参
拝
方
法
、
祝
詞

浄
書
・
食
事
作
法
・
巫
女
体
験
等
、
昨
年
迄
も
様
々
な
内
容
で
開
催
し
、

参
加
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

神
社
の
催
し
の
お
手
伝
い
を
頂
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
登
録
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

玉石社例祭

原始　宿る

祈りの原点

瑞
垣
建
て
替
え

すべてに感謝
  文化イベント です

申し上げます

山
上
の
音
楽
祭　

企
画
総
括
担
当
を
終
え
て

「
大
和
魂
」「
武
士
道
」・
・
・
純
粋
な
姿
に
た
だ
涙

「
大
和
魂
」「
武
士
道
」・
・
・
純
粋
な
姿
に
た
だ
涙

―

参
籠
・
朝
拝
体
験―

　

今
年
も
開
催
し
ま
す

熱
く
演
じ
る
村
尾
浩
史
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
左
か
ら
２
番
目
）

村
尾
浩
史 

記

Drum5

　

今
年
は
宮
司
自
ら
、
映
画
・
歌
舞
伎
・
狂
言
等
か
ら
一

作
品
を
選
び
、
映
像
を
交
え
て
の
講
話
等
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
と
宮
司
と
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
文
化
の
ひ

と
時
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

開
催
日
程
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

INORI

装
い
新
た

玉置神社 ならではの


